
６月議会前に、各団体の要望をうかがう（5/13）

高齢者 ・障害者の災害時避難計画づくり
ケアマネージャーなど福祉専門職の協力で

　
津
本
県
議
が
一
般
質
問
で
、コ
ロ
ナ
対
策
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、教
育
問
題
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
、防
災
・
減
災
対
策
、補
聴
器
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

　

市
町
村
が
個
別
避
難
計
画
策
定

　

災
害
対
策
基
本
法
が
今
年
改
正
さ
れ
、

高
齢
者
な
ど
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
が

市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
９
月
議
会
で
、
計
画
策
定
に
福
祉
専
門

職
の
力
を
借
り
る
「
別
府
方
式
」
を
紹
介
し

た
津
本
議
員
。今
回
は
対
象
者
を
、
ま
ず
一

次
避
難
所
に
送
る
の
で
は
な
く
、
福
祉
避

難
所
に
直
接
避
難
さ
せ
る
べ
き
と
提
案
し

ま
し
た
。

　

厚
生
部
長
は
「
福
祉
専
門
職
に
協
力
を

依
頼
す
る
」「
福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
避
難

を
含
め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
す
る
」
と

応
じ
ま
し
た
。

　

加
齢
性
難
聴
者
の

　
　
　
　

補
聴
器
購
入
に
支
援
を

　

重
度
聴
覚
障
害
者
の
補
聴
器
購
入
に
は

国
補
助
が
あ
る
も
の
の
、
加
齢
性
難
聴
者

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。昨
年
11
月
、
国
立
長
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が「
難
聴
の
場
合
、
認

知
症
リ
ス
ク
が
一
般
の
１
・
６
倍
」
と
報

告
。来
年
末
ま
で
に
、
認
知
症
発
症
に
対
す

る
補
聴
器
使
用
の
効
果
に
つ
い
て
も
研
究

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

厚
生
部

長
は
「
ま

ず
は
、
国

や
他
県
の

動
向
を
注

視

し

た

い
」
と
答

え

ま

し

た
。

　

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
の

　
　
　
　
　

入
学
定
員
が
半
分
に

　

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
の
教
員
養

成
課
程
が
再
編
さ
れ
、
定
員
１
７
０
人
が

85
人
に
減
ら
さ
れ
る
計
画
が
す
す
ん
で
い

ま
す
。金
沢
大
学
と
の
連
携
で
、
指
導
教
員

数
も
減
ら
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
文
系
志
望
の
高
校
生
に
と
っ
て

も
、
重
大
な
問
題
な
の
に
、
来
年
４
月
か
ら

の
実
施
と
は
突
然
で
す
。津
本
議
員
は
「
県

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
県
が
申
し
入

れ
る
べ
き
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

Ⅰ
Ｔ
教
育
の
推
進
で

　
　
　

す
す
む
教
職
員
の
多
忙
化

　

今
年
度
、
県
内
す
べ
て
の
公
立
学
校
に
、

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ

れ
ま
す
。
小
中
学
校
で
は
新
学
期
か
ら
活

　日本共産党の県内地方議員は20名で、自民

党に次ぐ第２党です。県内市町村から出され

た要望について毎年２回、県庁の担当課との

折衝に取り組んでいます。ひづめ、津本県議と

市町村議員が２日間かけて要望しました。

コロナ感染対策
　持続化給付金など業者への再支給を
　ワクチンの早期接種、ＰＣＲ等社会的検査

５月19、20日

６/3女性議員連絡会が要望

6/18
一般質問

一般質問にたつ津本県議（6/18）

津本ふみお県議が提案

用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、「
全
生
徒
分
の

初
期
化
を
教
員
が
行
っ
て
い
る
」「
機
材
ト

ラ
ブ
ル
に
対
応
で
き
な
い
」な
ど
、
学
校
か

ら
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
活
用
を
指
導
、
管
理
す
る
Ⅰ
Ｔ

支
援
員
を
、
全
校
に
１
人
ず
つ
専
任
で
配

置
す
べ
き
で
す
。

　

県
教
育
長
は
「
今
後
の
支
援
体
制
を
検

討
し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
し

　
　
　
　
　

感
染
対
策
に
集
中
を

　

東
京
を
中
心
に
感
染
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

開
催
す
れ
ば
、
海
外
か
ら
６
万
８
，
０
０
０

人
が
来
日
し
ま
す
。
す
で
に
選
手
団
か
ら

の
感
染
者
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
は
、
伝
統
行
事
や
夏
祭
り
、
修
学
旅

行
な
ど
も
中
止
し
、
日
常
生
活
で
も
我
慢

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
業
者
も
営
業
を

自
粛
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

だ
け
は
特
別
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

津
本
議
員
は
「
中
止
を
判
断
す
べ
き
」
と

主
張
。し
か
し
、
新
田
知
事
は
「
徹
底
し
た

感
染
対
策
を
講
じ
て
開
催
を
」
な
ど
と
答

え
ま
し
た
。

2022年
県予算編成にむけて
県庁各課と254項目の折衝

拡大とともに、医療機関の損失補てん、

国の持続化給付金の再支給と県独自支

援強化など、地域の実情を訴えながら要

望。国がすすめる公的病院の再編統合に

ついては、県からも「国に見直しを要望

している」と答弁がありました。

35人学級の拡大
　　　　子どもの医療費無料化など
　知事が交代し、共産党の長年の提案が前進

する項目も。35人学級の拡大、子どもの医療費

助成制度、ひとり親家庭への支援、子ども食堂

などについても、前向きな答弁がありました。

今冬の豪雪被害を教訓に
　県道の除雪体制の強化、歩道除

雪、高齢者宅の雪下ろし支援、県営

住宅の除雪体制づくりなど、豪雪対

策も。生活道路整備、河川改修や港

湾整備、ダム連携排砂、運河の整備

など、県内各地の課題についても、

項目ごとに熱心な折衝が続きまし

た。

　県労働組合総連合(県労連)からの
請願に応えて、日本共産党が提案し
意見書。①最低賃金の大幅引き上げ 
②最低賃金の地域間格差の是正 ③

中小企業への支援強化 を要望しています。

＊「ＷＨＯ総会に台湾のオブザーバー参加を求め
る意見書」「地方財政の充実・強化を求める意見書」
も全会一致で採択されました。

「県立高校の制服および校則の見直しと
　　　　  　校則の公表を求める請願」も
　県内の中高校生などが連名で提出した請願。ト
ランスジェンダーの子どもたちが、男女別の制服
や髪型に苦痛を感じているとし、是正を求めまし
た。自民党新令和会〈４人〉が反対しましたが、賛成
多数で採択されました。

　コロナ禍で、ひとり親家庭をは
じめとした子育て家庭に負担が
重くのしかかっています。県内市
町村の女性議員連絡会有志22人
（日本共産党の赤星ゆかり、高瀬
充子、穴倉陽子議員を含む）が連
名で、新田知事に要望書を提出。
ひづめ県議も同席しました。

ひとり親家庭など
　子育て家庭への支援を赤星ゆかり、吉田修両富山市議ら県内市町村議員団（5/20）

新田知事に要望書を提出（6/3）

６/30
本会議

「最低賃金の引き上げと
　中小企業への支援を求める意見書」

全会一致で採択

オリンピックに関する
世論調査 7/4都議選の

NHK出口調査

賛成
21％

中止
26％

無観客
38％再延期

10％
観客制限なし5％


